
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

景観形成重点地区は、現在次の2地区が指定されています。（いずれの地区も道路用

地境界から両側30ｍの範囲となります。） 

★月見町新川町通り景観形成重点地区 

★小名浜花畑地区景観形成重点地区 

景観いわき 第４号 平成 26 年 6 月発行 

「景観いわき」は、市内の景観について、市民のみなさんに知っていただくため、

また、考えていただくことを目的に発行しているものです。 

今回は、「いわき市の景観を守り育て創造する条例」に基づく、市の景観形成施策

のうち、「景観形成重点地区の指定」についてご紹介します。 

 

 「景観形成重点地区の指定」とは？ 

景観形成重点地区の指定とは、地区を特徴付ける主要な景観を有する場所や、新たに景

観形成を誘導すべき場所等、重点的に景観形成を図る必要のある場所を指定することをい

い、地元の方々が中心となって必要なルール（「地区景観基本計画」及び「地区景観形成基

準」）を定め、そのルールに基づきながら個性豊かなまちづくりを進めていくものです。 

景観形成重点地区においては一定規模未満を除き、建築物等の新築や改築または外観の

模様替え等を行う場合には、事前に相談をいただき、景観形成重点地区行為届出等の提出

をしていただいています。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  
いわき市 

 いわきの『美しい景観』 

 

「丹後沢（平字旧城跡）」 

丹後沢は、１６０３年（慶長８年）磐城平藩主鳥居忠政が、物見ケ丘（現平字旧

城跡）に築城した磐城平城の内堀として築かれました。 

「丹後沢」の名前の由来は、内堀の築造中、大雨のたびに堰が崩れてしまうため、

菅波村（現平菅波）の箱崎丹後守義明という家臣が人柱になり、これを完成するこ

とができたことから、その功績が称えられて付けられたものとされています。          

その後、平城は１８６８年（明治元年）の戊辰戦争により落城しました。 

現在残っている遺構は石垣・土塁・内堀のみですが、内堀の丹後沢は丹後沢公園

として整備され、遊歩道・遊具・噴水などとともに市民の憩いの場となっています。 

 

湯長谷九十九折り街道は、湯長谷藩の商人町として栄えました。勝善山

のふもとを折れ曲がって続き、屋敷の周りにめぐらされた塀や、漆喰で塗

られた土蔵など、当時の面影を残しています。 

今年６月には、湯長谷藩を題材とした映画「超高速！参勤交代」が公開

されます。映画はフィクションですが、当時の湯長谷藩士や町人たちが見

てきたであろう街並みを、映画の公開前にぜひご自身で体感してはいかが

でしょうか。 

 次号のご案内 

 次号は、今回紹介した景観形成重点地区のうち月見町新川町通り景観形成重点地

区の概要について掲載する予定です。 

また、引き続き、みなさんのお勧めする景観を掲載させていただきたいと考えて

おりますので、是非ご紹介ください。写真等のデータにつきましては、以下のメー

ルアドレスまで送信してください。 
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